






水は

沖縄県で採取した

海洋深層水を採用

海洋深層水は「太陽の光が届かず、また、表層の海水と

混ざらない深さにある海水」のことで、通常は水深２００ｍ

より深いところにある海水を指します。深海には太陽の

光と熱が届かないため、深層水の水質は極めて清浄で、

髪と頭皮の保湿・保護に有用なリン・窒素・ケイ素など、

ミネラル分が精製水と比べ圧倒的に豊富です。Deeper®

シリーズに使用している水は日本国内最深の水深１，４００ｍから

採取した貴重な海洋深層水と、水深６００ｍ付近から採取した

海 洋 深 層 水 を バ ラ ン ス 良 く ブ レ ン ド し た も の で す。



地球上にかつてオゾン層しかない頃、地上には強い紫外線が降り注いでいました。

強い紫外線が降り注ぐ状況で生物は生きられないので古代の生物は紫外線が

届かない深海に潜って紫外線を回避しました。

その結果、生物は紫外線の影響で破壊されたＤＮＡを修復するため

フォトリアーゼという酵素を発現することができました。そしてフォトリアーゼは

進化する過程でクリプトクロムという青い光を感じ取る受容体に変化しました。

そのクリプトクロムが人間の皮膚にも存在するのです。

人間だけでなくほかの多くの生物にもクリプトクロムは存在しています。

例えばこんな実験結果があります。

盲目のマウスに青色ＬＥＤを照射したところ全身にＩＧＦ－１が増加したことを

確認できたそうです。毛を剃ったマウスとそうでないマウスを比較すると、

青い光を照射したほうに育毛効果があったといいます。

また、先天的にクリプトクロムがないマウスではＩＧＦ－１は全く増加しなかったとのこと。

人間による実験結果もあります。それは髪ではなく肌への実験ですが、

青色ＬＥＤを毎日１０分間浴びせるという実験を２週間に渡って行ったところ、

１３名中９名に肌の弾力がアップしたという結果が出たそうです。(被験者は２０～３０代の女性)

つまり青い光はＩＧＦ－１を増加させ、肌に弾力を与え、育毛効果をもたらすと考えられます。

そのことを踏まえると海洋深層水の良さがわかってきます。

青い光を浴びることにより我々の体内の水分の性質 (物性 )がなんらかの形に変化して

受容体と反応すると考えられています。海洋深層水は青い光しか届かない場所にあるので、

「青い光をたっぷり浴びた水」ということになります。このことから海洋深層水が体に

いい理由はＩＧＦ－１が増えるからという説が有力です。そしてさらに特筆すべきは、

海洋深層水はＣＧＲＰ(カルシトニン遺伝子関連ペプチド)を増やす効果があります。

ＣＧＲＰはＩＧＦ－１を直接的に作り出す物質です。それがなければいくら辛い物

(カプサイシン )を食べてもＩＧＦ－１が増えてくれません。つまり育毛にも

全然効果を発揮しないということになります。いわばＣＧＲＰはＩＧＦ－１生成エネルギーの

最も基本的な燃料のひとつといえる重要なもの。

これが海洋深層水は育毛に効果的であると言われる所以なのです。

海洋深層水と育毛効果








